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酪
農
・
畜
産
情
勢
は
、
担
い
手
の
減
少

や
高
齢
化
、
労
働
力
不
足
に
加
え
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
11
、
日
米
貿
易
協
定
、
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ

Ａ
等
国
際
化
の
進
展
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
る
需
要
の
減
退

な
ど
、
生
産
現
場
で
は
解
決
で
き
な
い
課

題
も
多
い
状
況
で
す
。

　

昨
年
の
生
乳
生
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
北
海
道
生
乳
生
産
基
盤
・
安
定
供
給
強

化
対
策
」（
第
２
期
意
向
生
産
対
策
）
の

２
年
目
が
ス
タ
ー
ト
し
、
増
産
体
制
で
取

り
組
み
ま
し
た
が
、
離
農
等
に
よ
る
経
産

牛
頭
数
減
少
等
に
伴
い
、
前
年
実
績
は
上

回
っ
て
い
る
も
の
の
目
標
数
量
に
は
至
っ

て
い
な
い
状
況
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
に
お
け
る
営
農
計
画
の
集

計
で
は
、
良
質
粗
飼
料
が
確
保
さ
れ
て
い

る
事
や
各
農
場
の
増
産
に
対
す
る
取
り
組

み
へ
の
意
欲
、
更
に
は
新
た
な
搾
乳
法
人

の
設
立
等
に
よ
り
生
乳
生
産
は
、
前
年
実

績
対
比
増
の
計
画
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
年
度
に
お
か
れ
ま
し
て
も
酪
農
畜
産

の
安
定
的
な
発
展
の
た
め
、
組
合
員
の
皆

様
方
が
家
族
・
社
員
総
意
の
も
と
、
目
標

達
成
に
向
け
責
任
あ
る
計
画
の
遂
行
に
よ

り
、
実
り
多
い
１
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご

期
待
致
し
ま
す
。

令和３年度 営農計画樹立協議 終了
～ 目標達成に向け責任ある計画の遂行を!! ～

１月18日から１月末にかけ、４地区で令和３年度営農計画樹立協議を実施

生 乳 生 産 の 集 計 （単位：ｔ％）

令和２年実績
（クミカン年度）戸数 令和３年計画

（クミカン年度）戸数 対比 令和2年度見込み
（４～３月）

令和3年度見込み
（４～３月） 対比

鶴居 39,267.1 38 39,998.2 37 101.9% 39,182.4 40,600.8 103.6%

幌呂 27,669.8 31 29,642.5 29 107.1% 28,163.4 30,217.6 107.3%

白糠 18,951.2 40 19,686.2 37 103.9% 18,363.8 20,720.4 112.8%

音別 16,587.3 22 16,914.0 22 102.0% 16,593.5 17,241.1 103.9%

合計 102,475.4 131 106,240.9 125 103.7% 102,303.1 108,779.9 106.3%

飼 養 頭 数 の 集 計
経産牛頭数 育成牛頭数 乳用牛頭数 馬 和牛

鶴居
3年度期首 4,366 3,465 7,831 3 166
2年度期首 4,298 3,493 7,791 3 150

差 68 △ 28 40 0 16

幌呂
3年度期首 3,138 2,502 5,640 17 193
2年度期首 3,093 2,462 5,555 16 175

差 45 40 85 1 18

白糠
3年度期首 2,253 1,926 4,179 44 152
2年度期首 2,399 1,956 4,355 43 140

差 △ 146 △ 30 △ 176 1 12

音別
3年度期首 2,049 1,718 3,767 33 200
2年度期首 1,927 1,705 3,632 31 199

差 122 13 135 2 1

合計
3年度期首 11,806 9,611 21,417 97 711
2年度期首 11,717 9,616 21,333 93 664

差 89 △ 5 84 4 47

鶴　居

白　糠
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１
月
19
日
、
鶴
居
事
務

所
で
、（
一
社
）
家
畜
改

良
事
業
団 

十
勝
種
雄
牛

セ
ン
タ
ー 

松
原 

聡
場
長

か
ら
㈱
植
田
牧
場
の
植
田

紘
史
さ
ん
へ
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
牧
場
生
産
の「
ア
ワ
ー

プ
ラ
イ
ド 

ス
ノ
ー
ボ
ー
ル 

Ｅ
Ｔ
」
号
が
乳
用
種
雄
牛

後
代
検
定
事
業
に
お
い
て
、

わ
が
国
の
乳
牛
改
良
を
推

進
す
る
検
定
済
種
雄
牛
と

し
て
選
抜
さ
れ
、
全
国
的

に
供
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
事
業
団
か
ら

は
、
永
年
に
わ
た
る
改
良

　

１
月
29
日
、
北
海
道
は
、

今
年
度
の
北
海
道
産
業
貢
献

賞
（
農
業
関
係
功
労
者
）
の

受
賞
者
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、道
内
の
農
業
・

農
村
の
振
興
発
展
に
永
年
に

わ
た
り
貢
献
し
、
功
績
が
顕

著
な
個
人
・
団
体
を
表
彰
す

る
も
の
で
、
当
Ｊ
Ａ
営
農
部

の
黒
澤
信
道
デ
イ
リ
ー
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
、
釧
路
管
内
の

家
畜
衛
生
の
向
上
に
対
す
る

多
大
な
貢
献
が
認
め
ら
れ
、

農
業
指
導
等
功
労
者
（
家
畜

衛
生
等
）
と
し
て
北
海
道
産

業
貢
献
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

黒
澤
氏
は
、「
家
畜
衛
生

業
務
へ
の
従
事
に
よ
り
、
賞

を
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
共
済
組
合
職
員
と
し
て

38
年
間
、
そ
の
後
３
年
間
は

Ｊ
Ａ
く
し
ろ
丹
頂
で
農
家
の

方
々
と
と
も
に
仕
事
が
で
き

た
こ
と
に
、
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

家
畜
衛
生
の
大
き
な
目
的

は
伝
染
病
予
防
で
す
。
近
年

は
家
畜
や
飼
料
・
資
材
の
動

き
に
伴
っ
て
重
大
な
感
染
症

や
伝
染
性
の
乳
房
炎
も
増
え

て
お
り
、
一
層
の
努
力
が
必

要
で
す
。
ま
た
広
い
意
味
で

の
家
畜
衛
生
と
は
、
家
畜
を

健
康
に
飼
う
こ
と
で
す
。
残

念
な
が
ら
乳
牛
の
生
産
寿
命

は
短
く
な
る
一
方
で
、
解
決

す
べ
き
大
き
な
課
題
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
受

賞
を
励
み
に
農
家
組
合
員
の

皆
様
、
Ｊ
Ａ
職
員
、
技
術
者

と
も
協
力
し
て
家
畜
の
健
康

増
進
に
努
め
、
若
い
方
へ
も

引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
気

持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま

す
。」
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

努
力
と
事
業
推
進
へ
の
ご

協
力
に
対
し
感
謝
の
意
が

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

紘
史
さ
ん
は
、「
私
の

生
産
し
た
種
雄
牛
に
つ
き

ま
し
て
は
、
三
好
牧
場
さ

ん
に
大
変
お
世
話
に
な

り
、
又
、
供
用
さ
れ
る
事

を
嬉
し
く
思
う
と
同
時

に
、
ご
協
力
頂
き
ま
し
た

皆
様
方
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
回
、
種
雄
牛
の

世
界
が
身
近
に
あ
る
事
を

実
感
で
き
、
今
後
も
乳
牛

改
良
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
。」
と
述
べ

て
お
り
ま
し
た
。

（一社）家畜改良事業団から
（株）植田牧場へ感謝状が贈呈されました!!

黒澤信道氏 北海道産業貢献賞 受賞!!

「アワープライド スノーボール ＥＴ」号
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職員の顔ぶれをご紹介致します。今回は、購買部です!!

生産資材課

鶴 居 店

Ｊ Ａ 各 部 署 の ご 紹 介 で す !!

鶴居店係長/平川 秀樹　　生産資材課長/田中 淳一　　鶴居店調査役/菊地 　仁
◇購買業務

佐藤 はるみ　　　幌呂店課長/泉　 力男 （準）/出合　 毅　　　音別店係長/若狭 幸男

（準）/坂本 文子　　白糠店係長/橘田 壮則　　小野村 大　　（準）/石動 孝子

幌 呂 店 音 別 店

白 糠 店

部長／西村　隆志
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～ 日常業務の様子も併せてどうぞ ～
購 買 に 関 す る 事 は 、な ん な りと ご 相 談 下 さ い !!
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生 活 課

鶴 居 店

鼻和 健太郎　　畠山 ゆか理　　生活課長/高橋 伸幸　　坂上 奨真
◇店舗業務

（準）/守屋 昌子　（準）/柾切澤 由紀　（準）/斉藤 早苗　（準）/和田 孝子　（準）/高橋 久美子
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幌 呂 店

（準）/熊谷 郁子　（準）/鈴木 幸一　（準）/阿部 美知子　（準）/新保 博美　（準）/渡部 しのぶ
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音 別 店

佐藤 智恵　　音別店係長/安藤 資章　　廣田 勇海   （準）/野々村 智恵子　（準）/三浦 優子

（準）/平間 富恵　（準）/北島 弓子　（準）/深瀬 道博　（準）/伏見 説子
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燃 料 課

鶴居給油所

（準）/鈴木 義紀　　（準）/上垣 陽依　　鶴居給油所係長/田村 貴之　　燃料課長/池田 雅利　　山本 将平
　◇給油業務
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白糠給油所

高橋　卓　白糠給油所係長/堀　俊夫　寺澤 順子　（準）/大井いずみ　（準）/寺澤 文葉　（準）/菊地 雄次　（準）/本間 辰也
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幌呂給油所

音別給油所

（準）/井上 勝美　　（準）/白木 京子

倉内 佐知子　（準）/伊藤 敏弘　（準）/小宮山 一昌　（準）/佐藤 敏美
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　

キ
ク
イ
モ
は
北
米
原
産
の
キ
ク
科

の
多
年
生
植
物
で
、
食
用
お
よ
び
飼

料
用
等
と
し
て
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
ふ
く
茎
（
地
中
を
這
う
茎
）
や
塊

茎
（
養
分
を
蓄
え
て
塊
状
に
な
っ
た

茎
）
か
ら
増
殖
す
る
の
が
特
徴
で
す

（
図
１
）。

そ
の
た
め
茎
葉
部
に
雑
草
防
除
を
し

て
も
地
下
部(

ほ
ふ
く
茎
＋
塊
茎)

が

生
存
す
る
こ
と
が
防
除
を
困
難
に
す

る
最
大
の
要
因
で
あ
り
、
飼
料
用
と

う
も
ろ
こ
し
ほ
場
内
で
蔓
延
す
る
原

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
キ
ク
イ
モ
の
特

徴
と
防
除
方
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

■
キ
ク
イ
モ
の
特
徴

　

春
先
に
キ
ク
イ
モ
は
前
年
蓄
え
た

塊
茎
を
利
用
し
、
出
芽
し
ま
す
。
１

つ
の
塊
茎
か
ら
複
数
の
芽
を
出
し
ま

す
（
写
真
１
）。

再
生
塊
茎
は
出
芽
約
45
日
後
に
発
生

し
、
最
終
的
に
10
倍
以
上
の
地
下
部

量
に
な
り
ま
す
（
図
２
）。

　

地
上
茎
部
は
、
生
育
が
進
む
と
木

質
化
し
（
硬
く
な
る
）、
サ
イ
レ
ー

ジ
の
品
質
に
影
響
を
与
え
ま
す
。
実

際
の
生
草
分
析
結
果
で
は
、
と
う
も

ろ
こ
し
に
対
し
て
栄
養
価
（TD

N

）

が
低
く
難
消
化
性
繊
維
（A

D
F

・

O
b

）
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す

（
表
１
）。
ま
た
、
と
う
も
ろ
こ
し
の

生
育
も
抑
制
さ
れ
、
収
量
と
品
質
の

両
方
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

■
草
地
転
換
に
よ
る
防
除

　

キ
ク
イ
モ
は
地
下
部
を
減
少
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
再
生
し
た

茎
葉
の
刈
り
取
り
や
枯
殺
を
繰
り
返

す
こ
と
に
よ
っ
て
塊
茎
の
貯
蔵
養
分

が
枯
渇
し
て
生
存
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
再
生
塊
茎
は
出
芽
約
45
日
後
に

発
生
す
る
た
め
、
45
日
よ
り
短
い
間

隔
で
刈
り
取
る
こ
と
に
よ
り
キ
ク
イ

モ
を
抑
制
ま
た
は
枯
殺
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
多
回
刈
り
に
は
草
地
転

換
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
粗
飼
料

が
不
足
す
る
場
合
に
は
、
イ
タ
リ
ア

ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
に
よ
る
３
回
刈
り
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

■
除
草
剤
に
よ
る
防
除

　

キ
ク
イ
モ
に
対
し
て
は
ハ
ロ
ス
ル

フ
ロ
ン
メ
チ
ル
水
和
剤
や
ト
プ
ラ
メ

ゾ
ン
液
剤
等
が
効
果
を
示
し
ま
す
。

ま
た
Ａ
地
域
の
試
験
で
は
、
ト
プ
ラ

メ
ゾ
ン
液
剤
と
ア
ト
ラ
ジ
ン
フ
ロ
ア

ブ
ル
の
同
日
処
理
で
著
し
い
効
果
が

み
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
キ
ク
イ

モ
は
出
芽
が
一
斉
で
な
い
こ
と
や
塊

茎
に
除
草
剤
が
効
き
に
く
い
こ
と
か

ら
散
布
時
期
等
に
よ
り
効
果
が
バ
ラ

つ
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

キ
ク
イ
モ
の
具
体
的
な
防
除
体
系

に
つ
い
て
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
是

非
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

※
参
考
文
献

　
「
十
勝
に
お
け
る
キ
ク
イ
モ
の
耕

　
　

種
的
防
除
技
術
」

　
　

平
成
25
年
度
畜
産
試
験
場

        

（
令
和
３
年
２
月
作
成
）

　
　

  

普
及
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ

　
　
　
　
　

  

は
こ
ち
ら
→

畑
の
難
防
除
雑
草

　
　
　
　
「
キ
ク
イ
モ
」

21
75

199
230

0
50

100
150
200
250

6月23日 8月4日 9月2日 9月14日

（ｇ）

コーン キクイモキクイモ/コーン

乾物（%） 31.1 41.8 134%

TDN（%） 62.9 52.2 83%

ADF（%） 28.4 52.3 184%

NDF（%） 55.4 67.1 121%

Oa（%） 13.9 4.5 32%

Ob（%） 41.9 63.8 152%

NFC（%） 31.6 21.3 67%

図１　キクイモの増殖方法

写真１　複数の出芽図２　50cm×50cmの地下部量

表１　生草分析（9/14 刈り取り）
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ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
●
島
村
菜
津

　

20
代
で
長
野
県
飯
山
市
鍋
倉
高
原
の
野

菜
農
家
の
後
継
ぎ
に
な
っ
た
木
内
マ
ミ
さ

ん
を
疎
外
感
か
ら
救
っ
た
の
が
、
北
信
州

の
農
業
女
子
の
会
「
Ｎ
ｊ
☆
北
信
」（
約

70
人
）
の
存
在
で
し
た
。

　

最
初
に
声
を
掛
け
た
の
が
、
中
野
市
で

米
農
家
を
営
む
清
水
絵
美
さ
ん
で
す
。
今

で
は
大
型
特
殊
の
免
許
も
取
得
し
、
田
植

え
機
で
も
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
で
も
乗
り
こ

な
す
彼
女
で
す
が
、
農
家
に
嫁
い
だ
当
初

は
、
米
作
り
を
手
伝
う
気
は
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。

　

長
野
県
の
街
場
に
育
ち
、
横
浜
の
専
門

学
校
で
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
学
ん
だ

絵
美
さ
ん
は
、
結
婚
後
も
実
家
の
看
板
屋

を
継
ぐ
つ
も
り
で
し
た
。
心
境
の
変
化
が

起
こ
っ
た
の
は
、
あ
る
日
、
代
か
き
後
の

田
を
歩
い
て
み
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

　
「
主
人
の
長
靴
を
借
り
て
、
ず
っ
と
歩

き
回
っ
て
い
ま
し
た
。
何
も
か
も
初
め
て

の
感
覚
で
」

　

田
と
い
う
自
然
環
境
に
魅
了
さ
れ
た
の

だ
そ
う
で
す
。そ
し
て
数
年
が
過
ぎ
た
頃
、

農
林
水
産
省
の
「
農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
10
人
の
代
表
に
選
ば
れ
ま
す
。

　

そ
の
勉
強
会
の
場
は
、
近
所
に
同
世
代

が
い
な
か
っ
た
絵
美
さ
ん
に
と
っ
て
う
れ

し
い
驚
き
で
し
た
。

　
「
同
世
代
っ
て
め
っ
ち
ゃ
い
た
ん
だ
と

び
っ
く
り
。も
う
テ
ン
シ
ョ
ン
上
が
っ
て
、

も
っ
と
勉
強
し
よ
う
と
農
業
機
械
士
な
ど

い
ろ
ん
な
資
格
を
取
り
ま
し
た
」

　

農
薬
を
１
回
し
か
散
布
し
な
い
清
水
家

の
田
に
は
、
珍
し
い
ト
ン
ボ
な
ど
生
き
物

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
田
で
、
毎

年
、
地
元
の
小
学
生
に
米
作
り
を
教
え
、

安
く
て
も
給
食
に
安
全
な
米
を
提
供
し
続

け
て
き
ま
し
た
。
昨
今
は
、
高
齢
化
で
田

を
託
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
、
耕
地
は
倍
増

し
て
28
ｈ
ａ
。
と
は
い
え
区
画
整
理
が
古

く
、
分
散
す
る
小
さ
な
田
は
１
８
０
枚
。

収
穫
期
は
て
ん
て
こ
舞
い
で
す
。

　

そ
ん
な
多
忙
な
中
、
絵
美
さ
ん
は 

２
０
１
５
年
、
長
野
県
は
広
い
の
で
北 

信
だ
け
で
農
業
女
子
を
集
め
て
み
た
い
と

県
の
職
員
に
相
談
し
ま
す
。
す
る
と
最
初

の
2
回
は
県
の
主
催
、
3
回
目
か
ら
は
自

主
的
と
な
り
、「
そ
こ
で
毎
月
第
１
木
曜
、

集
ま
れ
る
人
だ
け
と
決
め
た
の
で
す
。
そ

う
し
た
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
70
人
も
集

ま
っ
た
」

　

や
り
と
り
は
無
料
通
話
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が

中
心
。
年
齢
は
一
応
、
45
歳
以
下
。
女 

子
会
の
特
徴
は
「
動
き
が
と
て
つ
も
な
く

速
い
こ
と
。
何
か
を
や
り
た
い
ね
、
と
誰

か
が
言
う
と
、
や
ろ
う
！
と
な
る
。
温
泉

施
設
で
マ
ル
シ
ェ
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う

話
が
あ
れ
ば
、
何
時
に
物
を
持
っ
て
集

合
！ 

と
」

　

あ
え
て
リ
ー
ダ
ー
を
つ
く
ら
ず
、
幹
事

も
毎
回
、
変
わ
る
。

　
「
よ
く
何
を
や
っ
た
ら
人
が
集
ま
り
ま

す
か
と
聞
か
れ
ま
す
が
、
何
も
や
ら
な
い

の
が
秘
訣
（
ひ
け
つ
）。
勉
強
会
と
か
何

か
を
や
れ
ば
、
そ
れ
で
忙
し
く
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
な
い
」

　

こ
れ
ま
で
は
、
ス
ー
パ
ー
の
直
売
所

コ
ー
ナ
ー
や
マ
ル
シ
ェ
を
企
画
し
た
り
、

東
京
に
売
り
込
ん
だ
り
し
て
き
た
。
面
白

い
の
は
、
後
継
ぎ
、
農
家
の
嫁
、
新
規
就

農
の
移
住
者
、
法
人
の
社
員
と
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
の
女
性
た
ち
が
参
加
し
て
い
る
こ

と
。
男
同
士
の
よ
う
に
競
い
合
う
の
で
は

な
く
、
互
い
の
販
路
や
ア
イ
デ
ア
を
分
か

ち
合
う
、
緩
や
か
な
関
係
だ
か
ら
続
く
の

だ
そ
う
で
す
。

大形トラクターも乗りこなす清水絵美さん

中野市は『ふるさと』の作詞家、高野辰之の生
まれた地。だからこそ、守りたい里山の姿がある。
「米作りは毎年、1年生」と言う夫の清水生督さ
ん（左）の言葉に開眼。毎年、新しいことを覚える
のは楽しいと絵美さん

地
方
再
生
の
ヒ
ン
ト（
54
）　

農
を
選
ん
だ
女
た
ち（
2
）北
信
州
で
活
動
す
る
農
業
女
子
の
会
「
Ｎ
ｊ
☆
北
信
」

地
域
を
豊
か
に

島村 菜津（しまむら なつ） ノンフィクション作家。1963年生まれ。東京芸術大学美術学部イタリア美術史卒。イタリアでの留学経験をもとに『スローフードな人生！』（新潮社）を上梓、日本にスローフードの考
えを紹介する。『スローな未来へ』（小学館）『そろそろスローフード』（大月書店）『スローシティー』（光文社）など著書多数。新刊に共著の『ジョージアのクヴェヴリワインと食文化』（誠文堂新光社）。

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
●
島
村 

菜
津
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感染リスクを高めやすい場面に

注意し、対策を徹底しましょう！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

新型コロナウイルスの感染拡大防止にご協力をお願いします

飲酒を伴う場面

お酒が進んで感染防止の
ガードが下がってしまう

仕事後や休憩時間

ホッとして、マスクを
外して会話してしまう

集団生活 激しい呼吸を伴う運動 屋外での活動の前後

常に行動を共にしている
ため広がりやすい

換気の悪い閉鎖空間では
ウイルスが滞留しやすい

車での移動や食事中など
に三密が生じやすい

１ ２

３ ４ ５

感染リスクを高めやすい場面

マスク
なし

換気が
悪い

人と人との

距離が近い

長時間
滞在× × ×

■北海道新型コロナウイルス感染症健康相談センター

0800-222-0018（フリーコール）
道庁 コロナ

検索 ※札幌市・旭川市・函館市・小樽市にお住まいの方は、
各市の保健所へお電話ください。

13



道民の皆様は、新北海道スタイルを徹底

事業者の皆様は、７つのポイントプラス１を徹底

として、感染防止対策

新北海道スタイル

７つのポイントプラス１

徹底をお願いします。

と

の

■北海道新型コロナウイルス感染症健康相談センター

0800-222-0018（フリーコール）
道庁 コロナ

検索 ※札幌市・旭川市・函館市・小樽市にお住まいの方は、
各市の保健所へお電話ください。
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15

　ＪＡバンク北海道は、２０１８年より地域活性化
を目的に、ファイターズとスポンサー契約を締
結しています。この権益を活用して、これまで
キャンペーン等を実施してまいりました。また、
ファイターズがＣＳＲ活動として実施している

「ゆきのね奨楽金」にも協賛し、子どもたちを対
象にしたウィンター
スポーツの普及を支
援しています。先ご
ろ、「ゆきのね奨楽金」
の贈呈式が札幌ドー
ムで催されました。

　このたび本会では、組合員ならびに地域住民
の皆様への情報発信の場として、公式Twitter
を開設いたしました。本会の情報はもちろん、
各事業所におけるイベントの開催情報やその様
子など、四季折々の情報を発信してまいります。
開設したばかりではございますが、皆様にとっ
て有益な情報を発信できる
よう努めてまいりますので、
QRコードより当アカウン
トのフォロー登録をお願い
いたします。

　ＪＡ共済連北海道では、地域貢献活動の一環
として、帯広農業高校と岩見沢農業高校の２つ
の農業高校に、実践教育用の農業機械としてト
ラクターを寄贈いたしました。
　この活動は農業後継者の育成支援を目的に、
令和２年度から実施することといたしました。
　この取り組みによって、農業の未来を担う学
生たちの実習環境がさらに向上し、学生たちが
より実践的な知識や技術を習得することで、将
来、農業分野のスペシャリストや農業後継者と
して活躍することを願っています。

　ホクレングリーンネットショップが2月から
「HOKUREN GREEN +PLUS（ホクレングリー
ンプラス）」にリニューアル！引き続き全国のお客
さまに、北海道産農畜産物のコアファンとなって
いただけるようなオンラインショップを運営してま
いります。出品希望商品などございましたら、お
気軽にご相談ください。

https://www.hokuren-greenplus.jp

ＪＡグループ北海道の連合会の活動内容を紹介
します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥＢサ
イトをご覧ください。

ＪＡグループ通信 ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連

ホクレン

ＪＡ共済連北海道

ＪＡ北海道厚生連

　全国農業協同組合中央会は、「国消国産※」の理解醸成をすすめるため、情報発信のメインター
ゲットとする若年層に強い影響力を持つアイドルグループ「乃木坂46」を起用し、特設ＷＥＢサイ
トを展開しております。
　特設ＷＥＢサイトで展開するクイズコンテンツを用いて、国内農業
が抱える諸課題（生産基盤の弱体化、食料自給率の低迷等）につい
て、乃木坂46のメンバーがわかりやすく解説しており、メンバーと楽
しく学べるスタイルとなっております。その他、メンバーからの国内
農業に対する応援メッセージの掲載や、メンバーがそれぞれの「推
し食材」を食べる動画も公開しておりますので、是非ご覧ください。

　〇特設ＷＥＢサイト
　ＨＰアドレス：https://www.asahi.com/ads/nogizaka46ja/

※「国消国産」とは、国民が必要とし消費する食料は、その国で生産することが基本であるという考え方。
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※Jミルクホームページより転載

おこげまでおかわりしたくなる味

土鍋炊き きのこごはん

　

【作り方】
１．米は洗ってボウルに入れ、かぶるくらいの水を入
れて30分、ひたしておく。

２．しいたけは石づきを切り落し、軸をつけたまま薄
切りにする。

３．１の米をざるにあげて水けをきり、土鍋に入れて
分量の水、A、塩昆布を入れてざっと混ぜ、しい
たけをのせてふたをし、強火にかける。

４．沸騰したら弱火に変えて７分炊く。火を止めてそ
のまま５分蒸らし、バターとすだちを加えてさっ
くり混ぜる。

※炊飯器で炊く場合、水の量は目盛りに合わせて調整する。

今月のミルク
レシピ

材　料（２人分）

Ａ
　牛乳	 90ml	 塩昆布	 大さじ1強（5g）
　　米酢	 小さじ２	 生しいたけ	 ４枚（50g）
米	 １合（180ml）	 バター	 10g
水	 90ml	 すだち（うす輪切り）	 １コ

米酢とミルクをあわせて

17



今回の答えは４月号に掲載するよっ！！

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヶ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

まちがいさがしにチャレンジ!!
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～

・正解者３名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。
　�なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただき
ます。
《応募方法》左下の部分を鶴居事務所 管理課まで
FAX（0154-64-2315）をいただくか、切り取って
いただき各事務所へ提出してください。
《締め切り》2021年３月22日まで
　当選者の発表は4月号にて発表します。
　プレゼントのお渡しは郵送にて発送いたします。

3 5 6 11 12２月号の答え

キ
リ
ト
リ

まちがいさがし ３月の答え

・つぶやきコーナー

･マリandココ さん　･あっき さん　･喫茶サボール さんおめでとうございます!! ２月号の当選者

　　　（Yさん）� （デコちゃん）
・�冷え症対策のお話、参考になりました。手先、足先の冷えを治
したいです。� （ココ＆くろさん）
・�まちがいさがし、大好きです。今回も、じしんがあります。もう少
しで春になるかなー？� （そうちゃん）
・�なんと言っても寒い日が続き、それにコロナ禍又は雪でしょう。
もういらないですよ…早くマスクなしで自由に歩きたいですネ
� （Ｍさん）
・�今年は寒い日が続いているので春が待ち遠しいです�（Ｓさん）
・�コロナ終息を願ってます。又、大きな声で話したり歌ったりした
いですネ� （猫大好き婆ちゃんさん）
・�寒いからストーブの前であたまの体そう、まちがいさがし。まけ
ないよ、コロナにも。あたまのかいてんあたたかくなったヨ
� （マリandココさん）
・�いつもお世話になっています。クイズ大好きです。
� （サトちゃん）
・�ネコヤナギが咲き始めました。もう春がそこまで来てますね
� （喫茶サボールさん）

3 家の形が違う　5 メモがめくれている　6 手の指先が違う
11 箱のシールが違う　12 イチゴが一つ足りない

住所

氏名

ペンネーム
※氏名とペンネームは必ず記入願います。

電話番号
ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。
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■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱ ID→jakushirotancho

ＪＡくしろ丹頂ホームページ

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□ 昨年から世界的に新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、その影響で国内の学校
やイベント・外出の自粛等が続き、牛乳・乳製品の消費の落ち込みが続いております。
昨年の春に鈴木直道北海道知事やＪＡグループ北海道として北海道や全国の酪農家
を応援するため「牛乳チャレンジ」などのＰＲを続け牛乳の消費にご協力をお願いし
ております。私も牛乳・乳製品は大好きですが一言で乳製品といっても飲用からヨー
グルト、チーズなど種類は多岐にわたり、牛乳レシピも大変多く存在します。これか
らも北海道農業やＪＡグループ北海道を応援して頂けるよう取り組んで参りますの
で今後ともよろしくお願い致します !!（久保田）

■令和２年度 　生乳生産実績（１月）
月計乳量（kg） １月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 8,795,213.1 101.9 85,896,631.4 101.2
鶴 居 地 区 3,315,218.7 100.5 32,892,621.8 102.0
幌 呂 地 区 2,499,257.8 109.1 23,584,075.2 105.4
白 糠 地 区 1,563,099.2 92.4 15,461,156.2 92.8
音 別 地 区 1,417,637.4 104.6 13,958,778.2 102.4

管 内 計 45,483,238.4 100.5 448,618,531.4 100.9
（前年度管内計） 45,274,553.3 444,480,017.6

理　事　会　報　告
1月定例理事会　令和３年１月28日（木）

報告事項　�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．１２月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．令和２年度決算見込みについて
６．�個人情報保護計画にもとづく実施状況の監

査結果報告について
７．令和２年度経営監査結果報告について

�付議事項　�
議案第１号　融資の承認について
議案第２号　�営農振興資金並びに共済担保資金

の貸付について
議案第３号　固定資産の取得について
議案第４号　諸規程の一部変更について

その他協議事項　�
１．組合員の農業に係る現況照会について
２．当面の業務日程について

退 職 の ご 挨 拶

吉　田　　　剛
畜産生産部

家畜改良課考査役

　この度、令和３年１月₃₁日をもちまして、定年退職致しました。
　昭和₅₄年４月に旧幌呂農協に入り、₄₁年９カ月の長きに亘り、組合員の皆様、
役職員、関係機関の皆様の温かいご指導、ご支援を賜りながら無事に勤めあげ
ることができました事に感謝の気持ちでいっぱいです。
　農協職員として大部分の期間を人工授精師として組合員さんに一番身近なと
ころで仕事をさせて頂き、たくさんの事を学ぶことが出来ました。
　なお、退職後も、引き続き家畜改良課で勤務しておりますので、今後とも宜
しくお願い致します。
　最後になりましたが、組合員並びに役職員の皆様のご健勝とご多幸を心から
祈念申し上げ、末筆ながら退職のご挨拶とさせて頂きます。
（本職員は引き続き、幌呂事務所に準職員として勤務しています。）


